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臨時総会と懇談会のおしらせ

5月 から運営委員会が又タートしました。運営委員それぞれが時間をやり

<り して、毎月の活動、会報の編集 ・印刷 ・発送のほかに、年度切り替えと

あって総会報告、名簿作成などなどの事務作業であっという間に 2ヶ月ちょ

っとが過ぎてしまいました。

ここで、臨時総会を開<必 要が出てきました。規約では運営委員の人数は

8人以上という規定がありますが、運営委員に欠員が生じました。そこで、

下記により臨時総会を開きますが、みんなが集まるよい機会ですので、第 2

部として、 12年 度の事業計画にもとづいて具体的に何をしていくか、話し

合いの会をもうたいと思います。

アルコールを少し入れて、今年はどんなことをするの ? こ んな企画をし

てほしい、または私はこんなことがしたい、あるいは気になることなどなど、

気楽な情報交換、意見交換、親8.aを深める場とします。いつも来られない方も

この日はぜひご参力8ください。

どうしても総会に出られない方は委任状をよるし<。
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自然池 1年後の観察とこれからを考える
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植 田 隆 夫

赤塚のコンクリート池が自然池として生まれ変わり、約 1年が過ぎ
'ま
した。 5月 21日 (土)

に (財)日 本生態系保護協会の船橋さんを招き、自然池を維持していくための観察会と勉強会が

ありました。

この池は平成 11年 3月に赤塚溜池公園自然回復検討会が中心となり、市民の参加で、湧水を

利用して作った自然池です。この自然池は人の手をカロえることなく、自然の力で植物や水生昆虫

など
.が
育つようにした曽ながらの池を考えて作りました。このため、通常は人が池に入ることが

できないように、池の周りに柵を作りました。

自然池ができて約 1年過ぎ
1て
ど
う
のように変わったかを観察し、船橋さんの話を聞きました。

トウキョウダルマガ
'エ
ルを見つけました。きからこのあたりにいたカエルですが、水面を泳いで

いるので、ウシガエルに食ぺられて数が少なくなっている種類です。自然に来たのではなく、誰

かが放したのでしょう。

ウシガエルも見つけました。食用ガエルといわれていて、大きくなると10cm位になります。 5

月頃から8月末まで卵をたくさん産み続け、どんどん増え、大きな□でなんでもひと飲みにし、

ザリガ
i二
やカエルもえさとするので、小さな生き物にとっては脅成です。オタマジャクシも大き

く、そのままで冬を越します。

アメリカザリガニが石の下にいました。ザリガニはウシガェルのえさとして日本に持ち込まれ

ました。大きいものから小さいものまでいて、今年生まれた小さいザリガニは水底で無数に動き

回つています。

プラックパスとは違う黒い魚が泳く
Ⅲ
姿が見られました。カメも池の真ん中でゆっくり泳いでい

ました。魚やカメも誰かが放したのでしょう。

以前は絵本などでは、水植で飼っていた生き物が大きくなって育てられなくなったら、自然に

帰すように話していました。最近では生態系を考えて、飼っている生さ物は責任を持って最後ま

で飼わなければいけません。飼っている生き物を自然へ放すことによって、その地域の自然と土

地にもとからいた生き物の生態のパランスが崩れてしまうからです。その土地の固有の生さ物が

絶滅してしまう恐れがあるからです。

次に、自然池に流れ込んでいる水路を観察しました。
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ここにもアメリカザリガニが棲みついており、水路脇の土手に穴があいていました。穴があい

てしまうと、そこから水が漏れて自然池へ流れる水か減ってしまいます。また、落ち葉が水路の

中にたまって、水の流れが悪くなっていました。

自然池の観察を終えて、集会所にて、生態系と自然池の維持について話を関きました。

生態系の話の中で、ホタルの話がありました。最近、ホタルを観賞するイペントが各地で行わ

れています。その土地にいたホタルが少なくなうたからといって、他からホタルを移して放すと、

ホタルの生態はどうなるのでしょうか? 例 えば、東北のホタルは点滅する間隔が約 4秒 で、関

西のホタルでは約 2秒だそうです。そこで、東京に東北と関西のホタルを一緒に放したらど
.う
な

るのでしょうか? こ のホタルが棲みついて、数年後には3秒の点滅になるのでしょぅか ?そ の

土地にいた固有のホタルは将来にかけて全滅する恐れがあります。

動植物を移す時は、生態を考えて行う必要があります。

これから先、自然池を維持していくために指導を受けました。

①自然を維持することの意味を掲示板や観察会などで行い、多くの人に知ってもらうように

することです。

○自然池には小さい生き物が隠れ家となる水草を植えるのも一つの方法です。

ただし、日本のものであればなんでもよいというのではなく、書からこの地域にある池や

荒川にある水草がよいでしょう。

○水辺に生き物が棲んでいるため、水路の中にたまっている落ち葉は取り除くのではなく、

脇に寄せておきます。

①ザリガニは定期的に捕獲するしかありません。

蒼勾のプタグ=嫁 子の /

水草の芽がザリガニに食ぺられて育たない !

セリなどの水草はひたすら陸に向かって茎を伸ば

し茂っています。水中の車はほとんど消失。

あるのは植木鉢で保護された水車のみ。

苦肉の策として、水車の箱舟をつくりました。

底もネット張りでザリガニは侵入できません。

はたしてトンポのヤゴが育つか。・・
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この情報化社会の世の中で、人はすく
“
に結果を出したがりますが、自然池ができてまだ 1年で

す。自然池を維持していくためには、普及活動を行い、ゆっくり時間をかけてつきあっていかな

ければならないのではないでしょうか ? 長 い国で自然な池の成長を見守ってほしいと思いまし

た。

荒川笹目橋緑地に 「ここは大規模自然地ゾーンです」

の香板がたった

荒川笹目橋緑地は、荒川将来像計画のなかで大規模自然地として位置づけられていますが、ほ

とんどが戸田市域にあたるため、具体的な自然地整備の計画が立っておらず、もっばら野球場や

ゴルフの練習に利用されています。そして利用者によリグラウンド用に草刈りがされています。

いた|ぎし水と緑の会では、この場所が自然地予定地であることを利用者に理解してほしい、ま

た、草刈りの範囲も回数も最小限にしてほしいと思っています。そんなわけで、河川環境管理財

団の助成金により看板を設置しました。江戸さんの絵と釣巻さんの写真が、河川敷の自然の魅力

をアピールしています。
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くできた人工的なこの 『けやきの公園』に、命を感じることができますか ? 自 分たちの住む町

について真剣に考えることを忘れているように思います。私たち人間を含めた生き物にとっての

暮らしやすい環境を、町づくりの計画の基本に据えるべきではないでしょうか。環境都市宣言を

掲げた板橋はどこへ行ってしまうのか、不安が膨らむ今日この頃の私です。

公園には自然はじゃまなものなのでしょうか。自然を

残してほしいと思う人は少数なのでしょうか。虫や雑草

を排除せよという声は大きく、自然を愛する人は声がメJヽ

さいだけなのでしょうか。身近な公園の自然についてみ

なさんの投稿をお待ちしています (編集部)。

板橋のミツバチ (4)

他の生物と共に生活する空間
干 場 英 弘

わたしの家の近くにあったトウネズミモチの立派な木がごく最近バッサリと切られた。この花

には多くの昆虫が訪れるので 「虫が多くて困る」とか 「花が地面に落ちて汚い」など
・
の苦情が出

たらしい。写真 6は空き地の雑草として普通にに見られるタケニグサを訪れているニホンミツパ

チである。この花には花粉を求めて多くの昆虫が集る。私はこの花が大好きなのだが
“
雑草
"と

言う身分であるため、今日にも切り取られる運命にある。「こんなに幸せそうに飛んでいるのに !」

と嘆いている。

通勤途中の道端には雑草が元気に生えている。よく見ると綺麗な花をつけているものもあり、

そこにも様々な昆虫がいて、小さな空間ではあるが都会の中の生態系が出来ている。「多くの生物

が住める場所だからこそ人間も住める」と実感し、都会の 「コンクリートジャングル」の中で心

が休まることさえある。しかし、これらもやがて写真 7のごとく 「雑草だから」と言う理由で引
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活 動 の お 知 ら せ

どなたでも争加できます。(わしいことはそれぞれの連絡先にお問い合わせ下
さ い 。

運営委員会は具体的な活動の内容を話し合い、決定する場です。従来の定例会はなくなり

ますが、運営委員でなくても運営委員会に参加 し、どしどし意見を言つてください (役割

分担もよろしく)。

8月 運営委員会 8月 の運営委員会は中止。臨時総会になります。くわしくは 1ペ ージを

ごらん下さい。

9月 運営委員会 9月 1日 (金)18幻0～ 20:00 場所 :エコポリスセンター 3階 会議室

9月 会報印刷 ・発送 9月 14日 (木)1730～  場 所 :エコポリスセンター会議室

●赤塚自然池生き物の環境づくり      0城 姓草原の鳴く虫の観察会

日時 : 7 月2 9 日 ( 土) 1 0 : 0 0 ～1 2 : 0 0    日時 : 9 月9 日 ( 土) 1 6 : 0 0 ～1 8 : 0 0

場所 :美術館前              場 所 :美術館前 (遅れてきた人は直接城

内容 :観察、水漏れ補修、草刈り、浮島      批 の草原へ)

| づ くり (その 2)         連 絡先 :釣巻 (3961)2875

連絡先 :植 田 (3958)9209

または大西 (3938)3106     ● 自然発見ウォーキング世話人募集

自然発見ウォーキンク
｀
は 11月 18日 (土)

●竹を使つて                を 予定しています。準備と当日のお手伝

同時 :9月 2日 (土)1330～ 16幻0     い が出来る人はご連絡下さい。

場所 :美術館前 (遅れた人は竹林前)   連 絡先 :坂本 (3579)2598(勤 )

内容 :区民まつりで一輪挿しなどの製品

=― を つくつて売ろうということに。  ● 身近なビオト=プ の横物を
一
緒に調べま

持ち物 :ノ コギタ、小刀、軍手       せ んか

連絡先 :猪鼻 (3933)8269         連 絡先 :坂本 (3579)2598(勤)

0散 歩観察会              ● 昆虫調査世話人募集

同時 :9月 9日 (土)1330～ 1530     連 絡先 :釣巻 (3961)2875

集合 :美術館前

持ち物 :双眼鏡、図鑑など       ● ザリガニ退治

内容 :自然発見ウォーキングの下見も兼   赤 塚の自然池がザリガニ釣 りで賑わつて

ねて、赤塚の自然を探します。そ   ぃ ます。会として自然の維持のために駆
の後 4時 から鳴く虫の観察会も。   除 します。

連絡先 :坂本 (3579)2598(勤 )      同 時 :9月 2日 (土)10時～ 12時

集合 :美術館前

連絡先 :滝川 (3934)3421

編集後記 今 回は文字数が少ない、ゆったりとレイアウトしよう。結果は…私が書くスペースが無くなった、有難い。

次号に徳丸たんぼの思いでなどを、と考えています。皆さんにも板橋周辺の自然t遊 び、暮らしなどの思い出を書いて

いただけたら、と願っています。50年前でも10年前でも構いません。

レイアウトの都合上、文章の順序の並び替え、改行の追加などが生じました、お許しの程を。    (つ りまき記)


